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2
0
2
0
年
夏
季
一
時
金
の
回
答
状

況
（
6
月
17
日
時
点
）
は
、
回
答
数
が

2
9
7
組
合
・
回
答
率
52
・
6
％
で
、

正
職
員
の
単
純
平
均
は
月
数
で
1
・
5

6
5
カ
月
、一
律
額
2
万
8
3
1
6
円
、

平
均
額
で
は
37
万
7
9
4
4
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
の
一
時
金
単
純
平

均
は
月
数
で
1
・
0
2
4
カ
月
、
一
律

額
で
3
万
5
3
3
円
、
平
均
額
で
は
12

万
4
5
6
4
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
対
応
に
よ
り
、
3
月

以
降
、
経
営
悪
化
が
広
が
る
中
で
迎
え

た
夏
季
一
時
金
回
答
で
し
た
が
、
平
均

支
給
額
で
、
53
・
6
％
が
昨
年
実
績
を

上
回
り
、
44
・
9
％
が
昨
年
実
績
を
下

回
る
回
答
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
人
事
院
勧
告
は
前
年
実

績
を
若
干
上
回
る
水
準
で
あ
り
、
人
勧

準
拠
組
合
を
中
心
に
昨
年
実
績
以
上
を

確
保
し
て
い
る
も
の
の
、公
的
・
大
学
・

民
間
・
福
祉
施
設
問
わ
ず
、引
き
下
げ
回

答
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。

最
も
大
幅
な
引
き
下
げ
回
答
で
は
、
前

年
比
マ
イ
ナ
ス
2
・
1
カ
月
、
平
均
額

で
マ
イ
ナ
ス
50
万
円
以
上
の
不
支
給
回

答
が
出
さ
れ
て
お
り
、
当
局
へ
の
怒
り

の
声
が
労
働
組
合
に
届
い
て
い
ま
す
。

経
営
悪
化
を
そ
の
ま
ま
職
員
に
か
ぶ

せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
た
た
か
い
で
心

身
と
も
に
疲
弊
し
て
い
る
医
療
・
介
護

労
働
者
に
、
さ
ら
な
る
追
い
打
ち
を
か

け
る
よ
う
な
経
営
対
応
は
許
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
深
刻
な
経
営
悪
化
は

今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
年
末

一
時
金
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
労
働
組
合
と
し
て
、
経
営

悪
化
を
理
由
と
し
た
一
時
金
削
減
の
押

し
付
け
は
許
さ
な
い
と
い
う
職
場
世
論

を
よ
り
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

産
別
・
県
労
連
も
支
援
に

6
月
4
日
の
団
体
交
渉
に
は
、

日
本
医
労
連
を
は
じ
め
、
県
医
労

連
、
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
、
県

労
連
か
ら
も
支
援
に
入
り
、
二
次

回
答
の
撤
回
を
訴
え
ま
し
た
。
団

体
交
渉
の
中
で
法
人
は
、
運
転
資

金
の
枯
渇
に
よ
る
「
倒
産
」
の
危

機
で
従
来
型
で
は
な
い
対
応
が
求

め
ら
れ
る
と
強
調
。
対
し
て
組
合

は
、
定
期
昇
給
や
労
使
協
定
の
あ

る
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
の
見
送
り
を
一

方
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
許
さ
れ

な
い
、
職
員
の
生
涯
賃
金
に
ま
で

影
響
す
る
提
案
を
一
時
金
支
給
と

合
わ
せ
て
議
論
す
る
こ
と
自
体
、

不
可
能
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

交
渉
の
結
果
、
経
営
は
、
二
次

回
答
に
つ
い
て
「
白
紙
撤
回
」
を

表
明
し
ま
し
た
が
、
夏
季
一
時
金

は
大
幅
な
引
き
下
げ
に
な
る
こ

と
、
定
期
昇
給
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
見
送
り
に
つ
い
て
も
別
途
申
し

入
れ
、
議
論
を
続
け
た
い
と
い
う

こ
と
を
明
言
し
ま
し
た
。

当
該
組
合
は
、
職
員
負
担
を
先

行
し
て
危
機
を
乗
り
越
え
る
選
択

肢
で
は
な
く
、
増
収
策
を
含
め
た

前
向
き
な
選
択
を
追
求
し
て
い
き

た
い
と
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。

横
浜
勤
労
者
福
祉
協
会
は
、
２０
春
闘
の
二
次
回
答
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
病
院
経
営
に
影
響
を
与
え
て

い
る
と
し
て
、
夏
季
一
時
金
１
・
１
カ
月
、
定
期
昇
給
見

送
り
、
１
０
０
０
円
の
ベ
ア
見
送
り
な
ど
を
提
示
し
て
き

ま
し
た
。

東
京
で
は
6
月
18
日
告
示
、
7
月
5
日
投

票
で
都
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
本
位
の
都
政
に
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
3
つ
の
緊
急
課
題
（
①
医
療
体
制
を
充

実
さ
せ
、
補
償
の
徹
底
で
コ
ロ
ナ
対
策
を
抜

本
的
に
強
化
②
都
立
・
公
社
病
院
の
質
の
低

下
に
つ
な
が
る
「
独
立
行
政
法
人
化
」
を
中

止
③
カ
ジ
ノ
誘
致
計
画
を
中
止
）
等
を
掲
げ

立
候
補
し
た
弁
護
士
の
宇
都
宮
け
ん
じ
さ
ん

を
、
東
京
医
労
連
が
推
薦
決
定
し
た
こ
と
を

受
け
、
女
性
部
も
11
日
の
役
員
会
で
推
薦
決

定
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

で
い
ろ
い
ろ
あ
り
、久
し
ぶ
り
の
顔
合
わ
せ
。

「
大
丈
夫
だ
っ
た
？
」「
今
ど
う
し
て
る
」と
お

互
い
の
近
況
も
報
告
。
完
成
し
た
「
く
ら
し

の
底
上
げ
」
は
っ
ぴ
に
袖
を
通
し
て
、
再
会

記
念
の
一
枚
を
パ
チ
リ
。
逢
え
な
い
時
間
が

育
て
た
愛
を
感
じ
ま
し
た
。

東
京
医
労
連
は
他
に
も
教
宣
部
で
模
擬
投

票
所
企
画
も
実
施
。
「
各
候
補
の
政
策
も
比

べ
な
が
ら
、
暮
ら
し
の
要
求
を
実
現
す
る
た

め
、
投
票
所
に
足
を
運
ん
で
、
私
た
ち
の
都

知
事
を
私
た
ち
自
身
の
投
票
で
決
め
ま
し
ょ

う
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

全
日
赤
は
、
1
月
30
日
に
日
赤
本

社
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る
「
Ｒ
プ
ラ

ン
」
に
よ
る
賃
下
げ
の
撤
回
を
求
め

る
本
部
交
渉
で
回
答
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、
6
月
4
日
に
全
国
で
始

業
時
を
基
本
と
し
た
日
勤
帯
一
時
間

の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
し
ま
し
た
。

昨
年
9
月
に
結
成
し
た
札
幌
血
液

セ
ン
タ
ー
単
組
で
は
執
行
委
員
長
が

ス
ト
ラ
イ
キ
に
結
集
。
道
医
労
連
、

札
幌
地
区
労
連
か
ら
も
支
援
に
入

り
、
職
場
前
の
早
朝
宣
伝
と
Ｒ
プ
ラ

ン
撤
回
署
名
に
と
り
く
み
ま
し
た
。

署
名
し
た
女
性
職
員
は
「
こ
れ
以
上

下
げ
ら
れ
た
ら
、
何
を
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
し
て
働
い
た
ら
い
い
か
わ
か

ら
な
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
津
赤
十
字
病
院
単

組
で
は
1
9
8
人
、
広
島
赤
十

字
・
原
爆
病
院
単
組
で
は
30
人
、

旭
川
赤
十
字
病
院
単
組
、
高
槻

赤
十
字
病
院
単
組
で
も
ス
ト
ラ

イ
キ
に
入
っ
た
他
、
秋
田
赤
十

字
病
院
単
組
、
日
赤
医
療
セ
ン

タ
ー
第
一
単
組
な
ど
で
指
名
ス

ト
ラ
イ
キ
に
入
り
ま
し
た
。

復活の女性部役員会「わたしたち
元気です」

自
ら
の
命
を
か

け
て
感
染
症
と
た

た
か
う
医
療
従
事

者
。
ユ
ニ
ホ
ー
ム

を
脱
ぎ
私
生
活
に

も
ど
る
と
「
保
育

園
や
学
童
保
育
で

預
か
り
拒
否
」
、
学
童
に
迎
え
に

い
く
と
「
普
通
来
な
い
わ
よ
ね
」

な
ど
の
陰
口
、
嫌
が
ら
せ
の
言
動

が
浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
差
別
は
絶
対
に
見
過
ご
せ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
対
策
が
医
療
従

事
者
へ
の
感
謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や

首
長
の
声
明
だ
け
。
こ
れ
は
対
症

療
法
で
す
▼
医
療
従
事
者
の
苦
悩

や
実
害
を
可
視
化
し
、
差
別
が
発

生
す
る
原
因
解
明
と
根
源
を
除
去

し
な
け
れ
ば
差
別
は
な
く
な
り
ま

せ
ん
。
徳
島
県
医
労
連
が
、
こ
の

問
題
で
県
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

患
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ

ス
タ
ッ
フ
を
含
め
、
20
施
設
か
ら

「
聞
き
取
り
実
態
調
査
」
を
実
施

す
る
と
意
外
な
事
実
が
判
明
▼
入

院
患
者
か
ら
陽
性
者
が
で
た
病
院

名
と
患
者
情
報
を
県
知
事
が
発
表

し
地
元
メ
デ
ィ
ア
が
大
々
的
に
報

道
し
た
病
院
職
員
・
家
族
・
患
者

だ
け
が
差
別
・
誹
謗
中
傷
に
さ
ら

さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
病
院
名
が

公
表
さ
れ
て
い
な
い
病
院
職
員
は

「
差
別
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
の
回

答
。
差
別
の
原
因
が
首
長
発
表
と

マ
ス
コ
ミ
に
あ
る
こ
と
は
否
定
し

よ
う
の
な
い
事
実
で
す
▼
差
別
の

原
因
は
治
療
法
の
未
確
立
と
検
査

体
制
の
不
備
に
あ
り
、
不
安
を
煽

る
首
長
の
軽
率
な
言
動
が
引
き

金
。
こ
の
状
況
を
解
決
す
る
に
は

徹
底
し
た
検
査
拡
充
で
陽
性
者
を

判
別
し
隔
離
す
る
こ
と
、
患
者
の

人
権
を
守
る
こ
と
。
病
院
名
を
む

や
み
に
公
表
し
な
い
こ
と
。
国
民

不
安
を
取
り
除
く
責
任
は
政
府
と

自
治
体
に
あ
り
ま
す
。

〈2020年夏季一時金回答状況〉 6月17日時点
国民春闘共闘

1．78カ月

―

563，918円

―

―

※（ ）内は前年比

医労連
1．565カ月

（－0．084カ月）
28，316円

（＋3，684円）
377，944円

（－31，212円）
1．024カ月

（＋0．054カ月）
30，533円

（＋9，922円）

月数

一律額

平均額

月数

一律額

正
職
員

パ
ー
ト

昨
年
実
績
以
上
5
割

昨
年
実
績
以
上
5
割

ストライキに決起ストライキに決起

横福協労組横福協労組

賃金・労働条件の
引き下げ許すな !
賃金・労働条件の
引き下げ許すな !

不
当
な
回
答
跳
ね
返
す

賃下げ撤回求め全
日
赤

全
日
赤

都
知
事
選
ス
タ
ー
ト

選
挙
は
要
求
実
現
の
チチ
ャャ
ンン
スス

コロナ禍
理由に
コロナ禍
理由に
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前年同期比較、収益の変化（一択）

減収した
50％

変わらない
39％

増収した
3％
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●
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●
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●
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●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

河
野
太
郎
防
衛
相
は
、
6
月
15

日
、
秋
田
・
山
口
に
配
備
を
予
定

し
て
い
た
陸
上
配
備
型
迎
撃
ミ
サ

イ
ル
シ
ス
テ
ム
「
イ
ー
ジ
ス
・
ア

シ
ョ
ア
」
計
画
を
停
止
す
る
と
発

表
し
ま
し
た
。地
元
両
県
の
住
民
、

そ
し
て
両
県
医
労
連
が
反
対
運
動

に
力
を
尽
く
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
北
朝
鮮
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
迎
撃
を
目
的
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
複
数
の
ミ

サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
た
際
に
迎
撃

が
で
き
な
い
、
秋
田
の
予
定
地
の

近
隣
は
学
校
や
住
宅
地
で
、
住
民

あ
げ
て
の
反
対
運
動
が
起
き
、
山

口
で
も
建
設
予
定
地
の
阿
武
町
長

が
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

「
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
」
の

費
用
は
6
千
億
円
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
充
実
を
求
め
る
予
算
約
5
千
億

円
（
医
師
会
試
算
）
に
匹
敵
し
、

辺
野
古
基
地
建
設
費
用
2
兆
5
千

億
円
は
、
コ
ロ
ナ
を
受
け
入
れ
て

い
な
い
医
療
機
関
へ
の
補
填
の
要

請
額
（
同
）
と
同
じ
金
額
で
す
。

「
軍
事
よ
り
い
の
ち
守
れ
」
の

声
を
広
げ
計
画
停
止
か
ら
中
止

へ
、
そ
し
て
辺
野
古
新
基
地
建
設

中
止
の
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

加
盟
組
織
の
皆
さ
ん
。
第
70
回
定
期

大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
防
止

の
観
点
か
ら
大
会
開
催
形
態
の
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
3
日
間
か
け

て
十
分
な
大
会
討
論
の
中
で
新
た
な
運

動
方
針
を
確
立
し
て
き
た
例
年
の
定
期

大
会
に
比
べ
、
不
十
分
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
点
は
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
な

文
書
発
言
も
お
願
い
し
、
豊
か
な
討
論

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
議
案
討

議
に
際
し
て
、
運
動
方
針
の
強
調
点
を

お
伝
え
し
ま
す
。

ま
ず
は
じ
め
に
確
認
し
た
い
こ
と

は
、
私
た
ち
の
運
動
は
こ
の
1
年
間
の

中
で
も
、
大
き
く
前
進
し
て
き
た
と
い

う
点
で
す
。

「
安
倍
改
憲
阻
止
」
の
3
0
0
0
万

人
署
名
は
、
各
地
で
の
宣
伝
も
積
極
的

に
取
り
組
ま
れ
、
全
労
連
加
盟
組
織
の

中
で
も
群
を
抜
い
た
集
約
数
と
な
り
ま

し
た
。
安
倍
政
治
を
許
さ
な
い
、
市
民

と
野
党
の
共
闘
の
広
が
り
と
共
に
、
私

た
ち
の
取
り
組
み
も
安
倍
改
憲
策
動
を

押
し
と
ど
め
て
き
た
力
に
な
り
ま
し

た
。コ

ロ
ナ
禍
か
ら
国
民
の
い
の
ち
と
健

康
を
守
り
、
医
療
・
介
護
の
提
供
体
制

を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
、
世
論

に
訴
え
な
が
ら
国
会
議
員
や
政
府
へ
の

要
請
を
繰
り
返
し
、
労
災
認
定
判
断
の

見
直
し
、
緊
急
包
括
支
援
事
業
や
慰
労

金
の
実
施
な
ど
、
不
十
分
で
は
あ
り
な

が
ら
も
政
府
の
姿
勢
を
変
え
さ
せ
て
き

ま
し
た
。
ま
た
各
地
方
自
治
体
に
独
自

支
援
を
実
施
さ
せ
る
な
ど
、
各
県
医
労

連
の
取
り
組
み
で
も
大
き
な
変
化
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

最
賃
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組

み
は
、
組
合
員
の
中
に
全
国
一
律
最
賃

制
と
底
上
げ
の
必
要
性
、
産
別
最
賃
の

重
要
性
を
根
付
か
せ
、
世
論
の
広
が
り

も
巻
き
起
こ
し
て
き
ま
し
た
。
生
計
費

原
則
に
基
づ
き
、
「
だ
れ
も
が
8
時
間

働
け
ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
賃
金
」
の

正
当
性
へ
の
理
解
も
広
が
り
ま
し
た
。

長
時
間
労
働
根
絶
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
協

定
や
夜
勤
協
定
、
36
協
定
の
取
り
組
み

も
す
す
み
ま
し
た
。
非
正
規
雇
用
労
働

者
の
処
遇
改
善
も
数
多
く
の
前
進
を
勝

ち
取
っ
て
い
ま
す
。

夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署
名
へ
の
賛

同
・
紹
介
議
員
は
今
回
も
1
0
0
名
を

超
え
て
応
諾
が
広
が
り
、
国
会
審
議
で

も
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
介

護
労
働
者
の
処
遇
改
善
も
、
引
き
続
き

政
府
は
必
要
性
を
表
明
し
、
処
遇
改
善

加
算
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
医
師
不
足

や
過
労
死
を
招
く
過
重
労
働
問
題
も
、

政
府
は
一
定
の
対
応
を
取
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
医
療
構
想
や
公
立
・
公
的
病
院

の
再
編
・
統
合
に
つ
い
て
も
、
昨
年
9

月
に
強
引
に
す
す
め
る
姿
勢
を
あ
ら
わ

に
し
た
政
府
に
対
し
、
4
2
4
共
同
行

動
を
中
央
段
階
か
ら
各
地
域
段
階
で
も

展
開
し
、
急
速
に
運
動
が
広
が
り
ま
し

た
。
自
公
政
権
が
続
け
て
き
た
医
療
・

介
護
な
ど
社
会
保
障
削
減
政
策
の
誤
り

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
民
の
目
に

も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
も
追
い
風
に

な
り
、
抑
制
政
策
の
見
直
し
を
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ん
で
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
大
き
な
前
進
と
変
化

の
中
で
迎
え
る
大
会
で
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
が
い
ま
だ
に
残
る

中
で
、
労
働
組
合
活
動
も
影
響
を
受
け

ざ
る
を
得
ず
、
打
て
ば
響
く
情
勢
変
化

の
一
方
で
、
運
動
を
一
定
「
自
粛
」
せ

ざ
る
を
得
な
い
中
で
の
運
動
方
針
討
論

と
な
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克
服
に
向
け
て
い

ま
す
す
め
て
い
る
運
動
の
さ
ら
な
る
強

化
に
取
り
組
み
、
一
定
の
収
束
段
階
を

迎
え
た
先
の
運
動
を
展
開
さ
せ
る
た
め

に
も
、
課
題
を
ま
と
め
、
力
の
集
中
を

図
り
、
一
気
に
運
動
を
前
進
さ
せ
る
準

備
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

秋
田
県
医
労
連

松
坂
金
浩
書
記
長
の
コ
メ
ン
ト

陸
上
イ
ー
ジ
ス
は
自
衛
隊
か
ら

の
配
備
要
求
で
は
な
く
、
バ
イ
ア

メ
リ
カ
ン
・
政
治
主
導
の
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
、
導
入
あ
り
き
で
進
め
ら

れ
た
。

プ
ロ
セ
ス
停
止
の
理
由
は
ブ
ー

ス
タ
ー
が
安
全
に
落
下
さ
せ
ら
れ

な
い
と
す
る
理
由
だ
が
、
こ
れ
ま

で
の
住
民
へ
の
説
明
が
事
実
と
反

し
て
い
た
こ
と
は
、
ず
さ
ん
な
調

査
と
と
も
に
甚
だ
し
い
住
民
軽
視

で
許
し
が
た
い
。

プ
ロ
セ
ス
停
止
は
新
た
な
計
画

へ
の
変
更
も
あ
り
う
る
。
代
わ
り

の
抑
止
力
と
し
て
敵
基
地
攻
撃
能

力
を
保
有
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が

政
府
内
で
相
次
ぎ
出
さ
れ
て
い

る
。軍

備
の
際
限
な
い
拡
大
に
は
勝

利
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
。

オ
ス
プ
レ
イ
や
陸
上
イ
ー
ジ
ス
な

ど
、
何
年
か
す
れ
ば
時
代
遅
れ
に

な
る「
無
用
の
長
物
」で
は
な
く
、

国
際
平
和
維
持
の
外
交
に
知
恵
を

絞
り
、
い
の
ち
と
暮
ら
し
に
税
金

を
使
え
！
と
主
張
し
た
い
。

山
口
県
医
労
連

中
村
鈴
枝
書
記
長
の
コ
メ
ン
ト

防
衛
相
は
、
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ

ョ
ア
の
配
備
の
「
プ
ロ
セ
ス
を
停

止
」す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

急
な
展
開
で
驚
い
て
い
ま
す
。

山
口
県
医
労
連
は
「
イ
ー
ジ
ス

・
ア
シ
ョ
ア
配
備
に
反
対
す
る
県

民
大
集
会
」
へ
の
参
加
、
計
画
の

白
紙
撤
回
を
求
め
る
署
名
、
山
口

県
庁
前
の
座
り
込
み
な
ど
様
々
な

取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
日
本
医
労
連
の
定
期

大
会
や
春
闘
討
論
集
会
な
ど
で
全

国
の
仲
間
に
知
ら
せ
、
協
力
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
「
武
器
よ
り

も
医
療
や
介
護
、
社
会
保
障
の
充

実
を
」
と
運
動
を
続
け
る
医
療
産

別
闘
争
な
ら
で
は
の
共
感
が
大
き

く
広
が
っ
て
、今
回
の
よ
う
に「
停

止
」
と
防
衛
相
が
言
わ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
全

国
の
仲
間
で
力
を
合
わ
せ
「
政
治

を
動
か
す
」
こ
と
が
実
践
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
を
確
信
に
し
て
「
白
紙
撤

回
」
で
き
る
ま
で
、
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

私
た
ち
は
国
民
生
活
に
必
要
不

可
欠
な
「
医
療
」
や
「
介
護
」
に

従
事
す
る
労
働
者
と
し
て
、
平
和

憲
法
を
守
り
く
ら
し
に
活
か
す
た

め
に
、
そ
の
運
動
の
先
頭
に
立
っ

て
奮
闘
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
直
面
す
る
中
で
、
自
公
政
権
が

推
し
進
め
て
き
た
医
療
・
介
護
・

福
祉
な
ど
社
会
保
障
削
減
政
策
の

誤
り
が
、
だ
れ
の
目
に
も
浮
き
彫

り
と
な
っ
た
今
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
を
大
き
く
発
展
さ
せ
、
安
倍

政
権
を
退
陣
に
お
い
こ
み
、
い
の

ち
と
平
和
を
守
る
政
治
へ
の
転
換

を
め
ざ
し
奮
闘
し
ま
す
。

引
き
続
き
憲
法
を
守
る
取
り
組

み
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
学
習
を

通
じ
て
確
信
に
し
、
憲
法
を
守
り

活
か
す
運
動
に
つ
な
げ
ま
し
ょ

う
。ま

ず
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
克
服

の
た
め
、
医
療
や
介
護
の
提
供
体

制
を
守
り
、
私
た
ち
医
療
・
介
護

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
政

治
課
題
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

み
ま
す
。
そ
の
先
に
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
自
公
政
権

の
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障
政
策

の
誤
り
を
正
す
た
め
の
、
大
き
な

共
同
と
運
動
の
集
中
を
め
ざ
し
、

「
い
の
ち
守
る
署
名
（
仮
称
）
」

を
前
面
に
掲
げ
て
、
国
民
の
い
の

ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
政
治

へ
の
転
換
を
求
め
て
運
動
を
広
げ

ま
す
。

賃
金
闘
争
で
は
、
生
計
費
原
則

に
基
づ
き
、
「
だ
れ
も
が
8
時
間

働
け
ば
ま
と
も
に
暮
ら
せ
る
賃

金
」
を
追
求
し
、
そ
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。
要
求
実
現
の
た
め
に

は
、
賃
金
要
求
に
団
結
で
き
る
よ

う
学
習
を
す
す
め
、
産
別
統
一
行

動
へ
の
結
集
強
化
が
不
可
欠
な
課

題
で
す
。
生
計
費
原
則
に
基
づ
け

ば
、
最
低
生
計
費
を
上
回
る
最
低

賃
金
が
必
要
で
あ
り
、
労
働
者
の

中
に
必
要
性
が
広
が
っ
た
全
国
一

律
最
賃
制
の
実
現
が
不
可
欠
で

す
。
そ
し
て
、
全
産
業
平
均
よ
り

も
低
い
賃
金
水
準
の
改
善
に
は
、

看
護
師
と
介
護
職
の
全
国
を
適
用

地
域
と
し
た
特
定
最
賃
新
設
も
必

要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
厚
労

省
対
応
も
中
央
最
低
賃
金
審
議
会

も
通
常
通
り
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
た
め
、
今
年
の
特
定
最
賃
の
申

し
出
は
見
送
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
学
習
、
署

名
、
自
治
体
陳
情
・
請
願
で
ま
だ

手
付
か
ず
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

を
克
服
し
、
国
会
へ
の
働
き
か
け

な
ど
の
工
夫
も
加
え
、
来
年
の
申

し
出
に
運
動
を
つ
な
げ
ま
す
。
個

別
の
労
使
交
渉
で
実
現
で
き
る
課

題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
要
求
に
確

信
を
広
げ
、
実
現
を
め
ざ
す
産
別

統
一
闘
争
へ
の
結
集
を
高
め
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
ど
こ
ま
で

続
く
か
に
よ
っ
て
、
年
末
一
時
金

削
減
の
動
き
が
広
が
る
懸
念
が
あ

り
ま
す
。
政
府
へ
の
経
済
的
支
援

を
引
き
続
き
強
く
求
め
な
が
ら
、

労
働
者
の
奮
闘
に
一
時
金
削
減
で

冷
や
水
を
浴
び
せ
る
よ
う
な
こ
と

を
さ
せ
な
い
た
め
に
、
経
営
者
と

し
て
の
最
大
の
努
力
も
追
求
し
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
産
別
支
援

を
最
大
限
に
生
か
し
た
取
り
組
み

を
展
開
し
ま
す
。

労
働
者
全
体
の
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
を
め
ざ
す
う
え
で
、
非
正

規
雇
用
労
働
者
の
「
均
等
待
遇
」

は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
す
。
こ

の
間
、
医
労
連
で
は
非
正
規
雇
用

の
処
遇
改
善
に
力
を
入
れ
、
多
く

の
要
求
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
要
求
前
進
に
確
信
を
持

ち
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
さ
ら

な
る
処
遇
改
善
と
、
均
等
待
遇
の

実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
へ
の
対

応
に
よ
り
、
あ
ら
た
め
て
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど
の
人
員

不
足
の
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り

ま
し
た
。
質
の
高
い
医
療
・
介
護

の
実
現
に
は
人
間
ら
し
く
働
け
る

労
働
環
境
が
必
要
で
あ
り
、
医
師

・
看
護
師
・
介
護
職
員
の
増
員
こ

そ
が
有
事
の
際
の
医
療
・
介
護
を

支
え
る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、
運

動
を
広
げ
ま
す
。

多
く
の
看
護
師
が
必
要
と
欲
し

な
が
ら
も
、
人
手
不
足
の
現
実
の

中
で
諦
め
て
い
る
、
「
や
り
が
い

・
喜
び
の
あ
る
看
護
」
を
叶
え
る

こ
と
に
執
着
を
持
ち
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
「
め
ざ
す
べ
き
看
護
体

制
の
実
現
」
の
必
要
性
を
あ
ら
た

め
て
共
有
し
、
運
動
へ
の
参
加
を

職
場
で
広
げ
ま
す
。
看
護
師
確
保

法
・
基
本
指
針
を
実
ら
せ
た
時
に

は
、
3
年
間
で
5
4
0
万
筆
の
署

名
を
集
め
、
2
7
5
人
の
国
会
議

員
が
賛
同
し
、
国
会
を
動
か
し
ま

し
た
。「
い
の
ち
守
る
署
名
」に
全

力
で
取
り
組
み
、
1
組
合
員
10
筆

以
上
1
8
0
万
筆
を
集
め
、
21
年

通
常
国
会
で
請
願
採
択
を
め
ざ
し

ま
す
。
こ
こ
数
年
の
署
名
到
達
か

ら
見
れ
ば
非
常
に
高
い
目
標
で
す

が
、
医
療
三
単
産
（
医
労
連
、
自

治
労
連
、
全
大
教
）
に
加
え
、
医

団
連
（
保
団
連
、民
医
連
、医
療
福

祉
生
協
連
、
新
医
協
）
と
協
同
の

取
り
組
み
と
な
れ
ば
、
決
し
て
不

可
能
な
目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
時
間
管
理
の
徹
底
、
長
時

間
夜
勤
の
見
直
し
、
イ
ン
タ
ー
バ

ル
規
制
、特
定
行
為
反
対
、働
き
続

け
ら
れ
る
労
働
条
件
の
追
求
に
も

引
き
続
き
力
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。

条
件
改
善
の
た
め
の
基
本
は
、

増
員
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
国

民
が
実
感
し
た
医
療
・
介
護
の
提

供
体
制
の
貧
弱
さ
を
克
服
さ
せ
る

好
機
も
活
か
し
、
お
お
い
に
運
動

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

公
立
・
公
的
病
院
の
再
編
・
統

合
の
動
き
は
、
ま
さ
に
政
府
の
社

会
保
障
費
抑
制
策
の
具
体
化
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
公
立
・

公
的
病
院
が
担
っ
て
い
る
感
染
症

病
床
の
少
な
さ
や
、
感
染
症
対
策

を
全
く
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い

「
地
域
医
療
構
想
」
の
問
題
点
が

浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
今
、
地
域
住
民
の
声
だ
け
で
な

く
、
自
治
体
か
ら
も
、
政
府
が
す

す
め
る
公
立
・
公
的
病
院
の
再
編

・
統
合
を
止
め
、
地
域
医
療
構
想

に
見
直
し
を
求
め
る
声
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
い
の
ち
守
る
署
名
」
を
前
面

に
掲
げ
た
、
地
域
キ
ャ
ラ
バ
ン
行

動
を
大
き
く
展
開
し
、
地
域
労
連

・
社
保
協
と
共
に
す
べ
て
の
自
治

体
へ
の
陳
情
・
請
願
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
起
し
ま
す
。
地
域
か
ら

国
へ
、
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障

削
減
の
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書

を
集
中
さ
せ
、
政
府
に
政
策
転
換

を
迫
り
ま
す
。

国
に
対
す
る
制
度
政
策
要
求
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、
組
織
拡

大
強
化
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

す
。

新
た
な
組
織
拡
大
強
化
計
画
の

実
践
を
全
加
盟
組
織
で
追
求
し
、

早
期
に
組
織
数
18
万
人
を
達
成
さ

せ
、
20
万
人
医
労
連
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。
加
盟
組
織
・
組
合
の
組

織
力
量
強
化
の
た
め
に
学
習
を
重

視
し
、
次
世
代
を
担
う
役
員
の
育

成
に
力
を
入
れ
ま
す
。

長
年
続
い
た
自
公
政
権
に
よ
る

「
新
自
由
主
義
」
「
構
造
改
革
路

線
」
は
、
医
療
・
介
護
な
ど
社
会

保
障
に
対
す
る
国
の
責
任
を
投
げ

捨
て
、
公
務
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
縮

小
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
労
働
者
の
実
質
賃
金
を

引
き
下
げ
、
不
安
定
雇
用
労
働
者

を
拡
大
し
、
格
差
と
貧
困
を
大
き

く
広
げ
、
国
民
の
生
存
権
す
ら
脅

か
し
て
き
ま
し
た
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
事
態
の

中
で
、
新
自
由
主
義
に
突
き
進
ん

で
き
た
各
国
の
政
策
的
誤
り
が
明

ら
か
に
な
っ
た
今
、
国
民
生
活
に

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
医
療
や

介
護
の
現
場
で
働
く
私
た
ち
が
、

運
動
を
大
き
く
広
げ
、
い
の
ち
と

健
康
、
す
べ
て
の
国
民
の
生
活
を

守
る
政
治
に
変
え
て
い
く
運
動
の

先
頭
に
立
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
責
任
を
し
っ
か
り
受
け
止
め

な
が
ら
、
運
動
の
飛
躍
を
め
ざ
し

ま
し
ょ
う
。

6
月
10
日
、
北
海
道
医
労
連
も

結
集
す
る
、
「
介
護
さ
れ
る
人
も

す
る
人
も
、
み
ん
な
笑
顔
に
！
北

海
道
連
絡
会
」
が
、
北
海
道
労
働

セ
ン
タ
ー
で
記
者
会
見
を
実
施
。

5
月
21
日
〜
31
日
の
期
間
に
、

道
内
の
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
4
分
野
3
4

0
6
の
事
業
所
に
「
介
護
事
業
所

の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い

て
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

配
布
し
、
36
・
6
％
に
あ
た
る
1

2
4
8
事
業
所
か
ら
調
査
へ
の
協

力
が
あ
り
ま
し
た
。

デ
イ
8
割
「
収
入
減
」

会
見
で
は
、
利
用
者
が
感
染
リ

ス
ク
を
恐
れ
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を

敬
遠
し
、
各
事
業
所
で
深
刻
な
収

入
減
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
報

告
。調

査
結
果
に
よ
る
と
、
道
内
の

介
護
事
業
所
の
5
割
が
、
今
年
の

3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
前
年
の

同
時
期
と
比
べ
収
入
が
減
っ
た
と

回
答
し
、
こ
の
う
ち
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
所
で
は
、
お
よ
そ
8
割

が
収
入
が
減
っ
た
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

マ
ス
ク
や
消
毒
液
に
つ
い
て

は
、
お
よ
そ
4
割
の
事
業
所
が
足

り
な
い
と
回
答
。
職
員
の
退
職
に

悩
ま
さ
れ
る
事
業
所
も
あ
り
、
介

護
体
制
の
維
持
に
苦
慮
す
る
現
場

の
実
態
を
訴
え
ま
し
た
。さ
ら
に
、

国
や
自
治
体
に
求
め
る
も
の
は
衛

生
資
材
支
給
の
他
、
「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
拡
充
」
「
手
当
創
設
」
「
報
酬

引
き
上
げ
」
が
続
い
て
い
ま
す
。

調
査
を
指
揮
し
た
道
勤
医
労
・
室

岡
昇
副
委
員
長
は
「
調
査
結
果
を

も
と
に
国
や
道
、
札
幌
市
に
物
資

の
確
保
や
財
政
支
援
を
求
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
道
医

労
連
・
田
村
優
実
介
護
対
策
委
員

長
は
、
団
体
署
名
ア
ク
シ
ョ
ン
を

展
開
し
、
政
府
な
ど
に
要
請
し
て

い
く
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。

記
者
発
表
に
は
、
マ
ス
コ
ミ
8

社
が
参
加
し
ま
し
た
。

●2020年7月28日（火）
●13時～16時30分（予）
●ZOOMを活用した
Web会議システム

減収 国へ補填求める減収 国へ補填求める
道「介護に笑顔」連絡会道「介護に笑顔」連絡会１

２
４
８
件
が
調
査
協
力
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いのち・健康・生活まもるいのち・健康・生活まもる

＊

＊

＊

＊

秋
田
県
・
山
口
県
配
備
の

＊

―ぜい弱な医療・介護の提供体制を見直す政治を―
憲法いかし人間らしく暮せる平和な社会をつくろう！

イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
計
画
停
止
に

＊

第70回定期大会スローガン（案）

＊

第７０回定期大会

＊
日本医労連

＊

＊

メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン

ポイントポイント2020年度運動方針案の2020年度運動方針案の

日
本
医
労
連

森
田
進書記

長
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神奈川
結成おめでとうう

過半数
突破
過半数
突破
過半数
突破

団
結
を
確
認
し
あ
っ
た
結
成
大
会

神
奈
川
県
医
労
連
に
新
し
い
仲
間
「
十
愛
病
院
労
働

組
合
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。
6
月
6
日
に
組
合
員
33
名

で
結
成
さ
れ
た
新
し
い
労
働
組
合
で
す
。

横
浜
市
内
に
あ
る
十
愛
病
院
は
「
一
般
病
床
48
床
、

療
養
病
床
48
床
」
の
精
神
科
病
院
で

す
。
十
愛
病
院
に
は
個
人
加
盟
の
組

合
員
が
い
て
、
個
別
事
項
で
交
渉
を

進
め
て
い
る
な
か
、
突
然
療
養
病
床

48
床
す
べ
て
を
6
月
末
で
閉
鎖
し
、

そ
こ
に
従
事
す
る
労
働
者
に
希
望
退

職
を
図
る
と
い
う
話
が
理
事
会
よ
り

出
さ
れ
ま
し
た
。

閉
鎖
理
由
と
し
て
、
入
院
患
者
減

に
よ
る
収
益
の
大
幅
減
、
常
勤
医
師

の
退
職
、
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

患
者
数
が
見
込
め
な
く
な
り
、
事
業

縮
小
を
行
う
と
の
こ
と
で
し
た
。
閉

鎖
に
あ
た
り
経
営
陣
か
ら
ま
と
も
な

説
明
も
な
く
、
一
方
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

職
員
か
ら
は
不
満
や
不
安
の
声
が

上
が
り
、
当
初
か
ら
活
動
す
る
個
人

組
合
員
に
相
談
が
入
り
「
こ
の
ま
ま

何
も
せ
ず
に
職
員
が
大
幅
に
削
ら
れ

る
の
は
我
慢
で
き
な
い
」
「
閉
鎖
を

決
定
す
る
ま
で
に
で
き
る
こ
と
が
沢

山
あ
る
」
と
、
複
数
人
で
県
医
労
連

に
相
談
が
入
り
、
早
急
な
対
応
と
団

結
と
組
織
拡
大
に
つ
い
て
協
議
を
し

た
結
果
、
組
合
結
成
す
る
運
び
に
な

り
ま
し
た
。
い
ま
結
成
大
会
で
確
認

し
た
要
求
に
基
づ
き
、
団
体
交
渉
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

結
成
に
あ
た
り
、
全
国
か
ら
あ
た
た
か
い
激
励
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【パズル解答】
第1731号の答えは「シンリンヨク」でした。
正解者の中から抽選でクオカードを贈呈し
ます。

【応募方法】
①組合（病院）名、②職種、③氏名、④郵
便番号、⑤住所を記入し解答を7／16（木）
までにご応募ください。「読者のページ」
もご寄稿下さい。

【応募先】
〒110-0013台東区入谷1-9-5「日本医労
連教育宣伝局」FAX03-3875-6270
e-mail : n-ask@irouren.or.jp

安
い
掛
金
・
充
実
補
償

自
動
車
共
済
は
、
今
年

1
月
に
制
度
改
定
で
さ
ら

に
充
実
し
、
約
5
千
台
の

加
入
を
頂
い
て
い
ま
す
。

補
償
内
容
も
、
対
人
賠

償
や
対
物
賠
償
の
ほ
か
、

示
談
交
渉
サ
ー
ビ
ス
や
ロ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
充
実

し
、
弁
護
士
費
用
特
約
な

ど
オ
プ
シ
ョ
ン
も
利
用
で

き
ま
す
。
今
年
1
月
か
ら

は
新
車
割
引
適
用
期
間
も

25
カ
月
以
内
か
ら
49
カ
月

以
内
に
延
長
さ
れ
る
な

ど
、
要
望
に
そ
っ
た
見
直

し
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

団
体
割
引
が
魅
力

医
労
連
の
組
合
員
で
あ

れ
ば
、
団
体
割
引
が
受
け

ら
れ
る
の
も
大
き
な
魅
力

で
す
。
団
体
割
引
は
、
基

本
の
10
％
割
引
に
加
え

て
、
医
労
連
の
加
入
者
全

体
で
事
故
が
少
な
け
れ
ば

翌
年
割
引
率
が
改
善
さ
れ

ま
す
。
現
在
の
割
引
率
は

12
・
5
％
で
す
。
今
年
10

月
か
ら
は
15
％
と
、
さ
ら

に
お
安
く
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
見
積
も
り
を

自
動
車
共
済
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
に
は
、
見
積
依
頼
書

も
付
い
て
お
り
、
新
規
・

乗
換
で
見
積
も
り
を
し
た

組
合
員
に
は
記
念
品
も
進

呈
し
て
い
ま
す
。

見
積
も
れ
ば
半
数
以
上

の
方
が
加
入
し
て
ま
す
。

ま
ず
は
見
積
も
り
を
し
て

く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が

続
く
中
で
、
医
療
提
供
体
制

の
強
化
と
国
民
生
活
へ
の
支

援
・
補
償
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
感
染
が
拡

大
し
「
医
療
崩
壊
」
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
の
背
景
に
は
、

こ
れ
ま
で
の
効
率
優
先
の
医

療
提
供
体
制
の
再
編
・
縮
小

や
、
医
師
・
看
護
師
を
は
じ

め
と
す
る
医
療
従
事
者
の
抑

制
政
策
、
そ
し
て
感
染
症
対

策
の
要
と
な
る
保
健
所
を
減

ら
し
て
き
た
日
本
の
医
療
・

社
会
保
障
政
策
の
誤
り
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
医
療
現
場

に
多
大
な
混
乱
と
苦
難
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
い
ま
、

医
療
・
社
会
保
障
削
減
政
策

の
抜
本
的
な
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
は
全
面
解

除
さ
れ
た
も
の
の
、第
2
波
、

第
3
波
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま

す
。
東
京
都
で
も
、
感
染
拡

大
へ
の
警
戒
を
呼
び
か
け
る

「
東
京
ア
ラ
ー
ト
」は
解
除
さ

れ
た
も
の
の
、
翌
日
に
は
新

た
に
25
人
の
感
染
者
が
確
認

さ
れ
て
お
り
感
染
防
止
対
策

の
徹
底
と
、
医
療
提
供
体
制

の
確
保
が
重
要
で
す
。

収
入
減
と
コ
ス
ト
増
で

医
療
機
関
は
い
ま
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
に
伴

い
、
患
者
の
受
診
控
え
、
入

院
や
、
手
術
の
延
期
な
ど
で

収
益
が
減
り
、
コ
ス
ト
は
感

染
防
止
の
た
め
の
施
設
整
備

や
マ
ス
ク
、
ガ
ウ
ン
、
消
毒

液
な
ど
備
品
購
入
に
よ
っ
て

増
え
、
非
常
に
厳
し
い
経
営

状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
病

院
団
体
の
調
査
で
は
、
病
院

全
体
の
収
入
に
つ
い
て
今
年

4
月
の
昨
年
比
で
、
医
業
収

入
が
▲
10
・
5
％
（
入
院
収

入
▲
9
・
2
％
、
外
来
収
入

▲
11
・
1
％
、
そ
の
他
医
業

収
入
▲
21
・
5
％
）
と
大
き

く
減
少
し
て
い
ま
す
。

6
月
17
日
ま
で
に
日
本
医

労
連
に
寄
せ
ら
れ
た
2
9
7

組
合
の
夏
季
一
時
金
回
答
で

は
、
月
数
で
昨
年
実
績
以
上

1
8
2
組
合（
65
％
）、
未
満

は
97
組
合（
35
％
）、
支
給
額

で
昨
年
未
満
が
44
・
9
％
と

約
半
数
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

国
の
責
任
で

行
う
べ
き
こ
と
は

日
本
医
労
連
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
的
打
撃

は
、
個
々
の
経
営
努
力
で
克

服
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

国
や
自
治
体
の
支
援
が
必
要

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
れ
な
く

し
て
医
療
機
関
や
介
護
施
設

の
経
営
と
、
国
民
の
い
の
ち

と
健
康
が
守
れ
な
い
こ
と
を

訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
国

へ
の
要
請
を
繰
り
返
し
、
各

都
道
府
県
や
地
方
自
治
体
に

対
し
て
も
各
加
盟
組
織
が
要

請
を
強
め
る
な
か
、
不
十
分

で
は
あ
る
も
の
の
、
医
療
や

介
護
を
守
る
た
め
の
支
援
策

を
つ
く
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
め

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

第
2
次
補
正
予
算
案
が
通

過
し
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
第
2
波
、
第

3
波
の
備
え
に
は
、
ま
ず
は

医
療
機
関
に
対
す
る
減
収
補

填
を
国
の
責
任
で
行
う
べ
き

で
す
。
そ
の
上
で
、
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
・
縮
小
や

地
域
医
療
構
想
の
推
進
は
中

止
し
、
各
都
道
府
県
が
作
成

す
る
医
療
計
画
に
、
感
染
症

病
床
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
増
床
、
医

療
従
事
者
の
大
幅
増
員
計

画
、
人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医

療
機
器
、
感
染
防
護
具
の
備

蓄
計
画
な
ど
を
具
体
的
に
盛

り
込
む
こ
と
で
す
。

い
の
ち
守
る
最
前
線
で

働
き
続
け
ら
れ
る
条
件
を

緊
急
事
態
宣
言
の
最
中
、

「
私
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
応
が

落
ち
着
い
た
ら
、
看
護
師
辞

め
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
の
声
が
複
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
慢
性
的
な
人
手
不
足

で
過
重
労
働
を
強
い
ら
れ
て

き
た
日
常
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
と
い
う
有
事
が
降
り
か

か
る
な
か
、
極
限
の
状
態
に

置
か
れ
な
が
ら
も
、
「
患
者

さ
ん
や
利
用
者
さ
ん
を
置
い

て
辞
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
使
命
感
と
責
任
感
で
踏
ん

張
っ
て
働
い
て
い
る
け
れ

ど
、
患
者
対
応
が
落
ち
つ
い

た
ら
、
も
う
働
き
続
け
ら
れ

な
い
」
と
い
う
、
本
当
に
苦

し
い
胸
の
内
の
訴
え
で
す
。

自
ら
を
酷
使
し
心
身
を
す
り

減
ら
し
て
頑
張
っ
て
い
る
労

働
者
に
賃
下
げ
の
報
い
な
ど

絶
対
に
許
せ
ま
せ
ん
。

国
民
の
命
と
健
康
、
生
活

を
脅
か
す
医
療
費
抑
制
政
策

を
大
転
換
さ
せ
る
こ
と
、
医

療
・
介
護
労
働
者
が
、
国
民

の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
最

前
線
で
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
全
力
で
奮
闘

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鎌
倉

幸
孝

医療機関に対する減収補填を国の責任で行え！

自動車共済 10月から15％割引


